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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
原料の主構成成分がポリマージオール及びジイソシアネートであり、アニオン性官能基を
有する化合物の重合体を含有し、黒カチオン染料で染色したときにＬ＊≦２０の染着性を
示すことを特徴とするポリウレタン系弾性糸。（但し、Ｌ＊は、ＣＩＥ１９７６Ｌ＊ａ＊
ｂ＊表色系による色濃度値を表す。）
【請求項２】
アニオン性官能基の含有量がポリウレタン系弾性糸中１０ミリモル／キログラム以上２０
０ミリモル／キログラム以下であることを特徴とする請求項１に記載のポリウレタン系弾
性糸。
【請求項３】
アニオン性官能基がスルホン酸基であることを特徴とする請求項１に記載のポリウレタン
系弾性糸。
【請求項４】
請求項１～３のいずれかに記載のポリウレタン系弾性糸とその他の繊維を混用してなるこ
とを特徴とする伸縮性布帛。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、染色堅牢度に優れたポリウレタン系弾性糸およびそれを用いてなる伸縮性布
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帛に関する。
【背景技術】
【０００２】
　弾性繊維は、その優れた伸縮特性からレッグウエア、インナーウエア、スポーツウエア
などの伸縮性衣料用途や産業資材用途に幅広く使用されている。特にポリウレタン系弾性
糸は様々な用途、素材に混用して用いられており、ナイロン糸やポリエステル糸のような
合成繊維だけでなく、綿やウールといった天然繊維、半合成繊維等とも組み合わされ最近
ますます広範に使用されている。これらの伸縮性商品は染色されていることと同時に、使
用用途に応じた染色堅牢度が良好であることが要求される。
【０００３】
　従来の伸縮性商品は、各種素材に応じた染色が実施され、染色堅牢度も良好であるが、
ポリウレタン系弾性糸そのものは、堅牢な染色を施すことができないため着色させないの
が一般的である。これは、ポリウレタン重合体が染料を吸着するための十分な官能基を持
たないこと、さらには、結晶化度が低く、いったん吸収した染料を堅牢に保持できないと
いう化学構造上の問題点があるからである。従って、ポリウレタン系弾性糸混用布帛では
、実用上十分な染色堅牢度を得るために、ポリウレタン系弾性糸に汚染した染料を繰り返
し洗浄することが一般的に行われている。一旦汚染した染料を繰り返し洗浄することは、
大量の水やエネルギーを消費するばかりでなく、染色加工ロット別の色再現性が悪くなる
という問題があった。
【０００４】
　一方、ポリウレタン系弾性糸が染色されていない場合、生地を伸張させた際に内部のポ
リウレタン系弾性糸が外に現れることで審美性や深色性が失われるため、組み合わせる繊
維素材と同色に染色されていることが要望されており、特に黒などの濃色の染色布帛で用
いる場合には強く要望されている。さらには、繊維製品の色彩を変化させる方法として、
ポリウレタン系弾性糸と組み合わせる他素材を異なる色彩に染色することが求められてい
る。
【０００５】
　これに対し、弾性繊維を染色する従来技術としては、ポリウレタン紡糸溶液中に顔料を
含有させて紡糸する原着糸技術が知られている。（例えば、特許文献１参照）
　しかし、このように顔料を含有させたポリウレタン系弾性糸の場合、優れた堅牢性は有
するが、カラー数が限定され、非常にコストが高くなるため限られた用途にしか使用でき
なかった。
【０００６】
　また別の従来技術として、例えばポリウレタン系弾性糸にアミン類の添加剤を導入し、
酸性染料や含金染料を吸着させる染色加工技術が知られている。しかし、官能基量が少な
い場合は、十分な色濃度が得られず、逆にアミン類官能基量を増加させると、混用される
ナイロン等の他繊維との染料吸着特性が異なるために、３原色の配合染料等で染色した場
合は色違い現象を生じ、色あわせが難しいという欠点があった。
【０００７】
　さらに別の従来技術として、分散染料を使用した染色加工技術が知られている。分散染
料はポリウレタン系弾性糸によく吸収されるが、染料吸着力が弱く、染料濃度が高い中濃
色においては実用上耐久できる染色堅牢度は得られていない。むしろポリウレタン系弾性
糸の分散染料防染性を求める技術が知られている。（例えば、特許文献２参照）
　さらに別の従来技術として、例えば、カチオン染料可染型のポリエーテル・ポリエステ
ルブロック共重合体弾性繊維を使用した繊維構造物が知られている。ポリエーテル・ポリ
エステルブロック共重合体弾性繊維は、ポリウレタン系弾性繊維と比較して原糸伸度が低
く、耐熱性に劣るためほとんど使用されていない。（例えば、特許文献３参照）
【特許文献１】特公昭60-44406号公報
【特許文献２】特許第3236005号公報
【特許文献３】特公平7-68657号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、上記した従来技術の問題点を解決し、堅牢なカチオン染料可染性を有するポ
リウレタン系弾性糸およびその混用により得られる審美性に優れた布帛を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明のポリウレタン系弾性糸は、前記の目的を達成するため、以下の手段を採用する
。
【００１０】
　すなわち、原料の主構成成分がポリマージオール及びジイソシアネートであり、アニオ
ン性官能基（末端基）を有する化合物の重合体を含有し、黒カチオン染料で染色したとき
にＬ＊≦２０の染着性を示すことを特徴とするポリウレタン系弾性糸である。（但し、Ｌ
＊は、ＣＩＥ１９７６Ｌ＊ａ＊ｂ＊表色系による色濃度値を表す。）
【発明の効果】
【００１１】
　本発明のポリウレタン系弾性糸は、堅牢なカチオン染料可染性を有するものであるので
、この弾性糸を使用した衣服などは、フィット性、着用感などに優れながら、耐変色性、
外観品位、染色性にも優れるものとなる。他のカチオン染料可染型繊維との組み合わせに
おいては、同色性が得られ、より深色性に優れたものになる。酸性染料可染型繊維との組
み合わせにおいては、酸性染料の汚染がないため優れた染色堅牢度が得られるばかりでな
く、酸性染料とカチオン染料の両方を用いて異なる色彩に染色することで、特殊な色彩を
もった製品を得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本発明の原料ポリマーは、主構成成分がポリマージオール及びジイソシアネートである
ポリウレタンであれば、特に限定されるものではない。また、その合成法も特に限定され
るものではない。
【００１３】
　例えば、ポリマージオールとジイソシアネートと低分子量ジアミンからなるポリウレタ
ンウレアであってもよく、また、ポリマージオールとジイソシアネートと低分子量ジオー
ルからなるポリウレタンであってもよい。また、鎖伸長剤として水酸基とアミノ基を分子
内に有する化合物を使用したポリウレタンウレアであってもよい。なお、本発明の効果を
妨げない範囲で３官能性以上の多官能性のグリコールやイソシアネート等が使用されるこ
とも好ましい。
【００１４】
　ここで、本発明で使用されるポリウレタンを構成する代表的な構造単位について述べる
。
【００１５】
　ポリウレタンを構成する構造単位のポリマージオールとしては、ポリエーテル系ジオー
ル、ポリエステル系ジオール、ポリカーボネート系ジオール等が好ましい。そして、特に
柔軟性、伸度を糸に付与する観点からポリエーテル系ジオールが使用されることが好まし
い。
【００１６】
　ポリエーテル系ジオールは、次の一般式（Ｉ）で表される単位を含む共重合ジオール化
合物を含むことが好ましい。
【００１７】
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【化１】

【００１８】
（但し、ａ、ｃは１～３の整数、ｂは０～３の整数、Ｒ１、Ｒ２はＨ又は炭素数１～３の
アルキル基）
　このポリエーテル系ジオールとしては、具体的には、ポリエチレングリコール、変性ポ
リエチレングリコール、ポリプロピレングリコール、ポリトリメチレンエーテルグリコー
ル、ポリテトラメチレンエーテルグリコール（以下、ＰＴＭＧと略す）、テトラヒドロフ
ラン（以下、ＴＨＦと略す）と３－メチル－ＴＨＦの共重合体である変性ＰＴＭＧ、ＴＨ
Ｆおよび２，３－ジメチル－ＴＨＦの共重合体である変性ＰＴＭＧ、ＴＨＦとネオペンチ
ルグリコールの共重合体である変性ＰＴＭＧ、ＴＨＦとエチレンオキサイド及び／又はプ
ロピレンオキサイドが不規則に配列したランダム共重合体等が挙げられる。これらポリエ
ーテル系ジオール類の１種を使用してもよいし、また２種以上混合もしくは共重合して使
用してもよい。その中でもＰＴＭＧまたは変性ＰＴＭＧが好ましい。
【００１９】
　また、ポリウレタン系弾性糸における耐摩耗性や耐光性を高める観点からは、ポリブチ
レンアジペート、ポリカプロラクトンジオール、３－メチル－１，５－ペンタンジオール
とポリプロピレンポリオールの混合物とアジピン酸等と縮重合することにより得られる側
鎖を有するポリエステル系ジオールや、３，８－ジメチルデカン二酸及び／又は３，７－
ジメチルデカン二酸からなるジカルボン酸成分とジオール成分とから誘導されるジカルボ
ン酸エステル単位を含有するポリカーボネート系ジオール等が好ましく使用される。
【００２０】
　また、こうしたポリマージオールは単独で使用されてもよいし、２種以上混合もしくは
共重合して使用されてもよい。
【００２１】
　本発明に使用されるポリマージオールの分子量は、弾性糸にした際の伸度、強度、弾性
回復性、耐熱性などを所望水準とするために、数平均分子量で１０００～８０００が好ま
しく、１８００～６０００がより好ましい。この範囲の分子量のポリマージオールが使用
されることにより、伸度、強度、弾性回復性、耐熱性に優れたポリウレタンを得ることが
できる。
【００２２】
　次に、ポリウレタンを構成する構造単位のジイソシアネートとしては、ジフェニルメタ
ンジイソシアネート（以下、ＭＤＩと略す）、トリレンジイソシアネート、１，４－ジイ
ソシアネートベンゼン、キシリレンジイソシアネート、２，６－ナフタレンジイソシアネ
ートなどの芳香族ジイソシアネートが、特に耐熱性や強度の高いポリウレタンを合成する
のに好適である。さらに脂環族ジイソシアネートとして、例えば、メチレンビス（シクロ
ヘキシルイソシアネート）、イソホロンジイソシアネート、メチルシクロヘキサン－２，
４－ジイソシアネート、メチルシクロヘキサン－２，６－ジイソシアネート、シクロヘキ
サン－１，４－ジイソシアネート、ヘキサヒドロキシリレンジイソシアネート、ヘキサヒ
ドロトリレンジイソシアネート、オクタヒドロ－１，５－ナフタレンジイソシアネートな
どが好ましい。脂肪族ジイソシアネートは、特にポリウレタン系弾性糸の黄変を抑制する
際に有効に使用できる。そして、これらのジイソシアネートは単独で使用してもよいし、
２種以上を併用してもよい。
【００２３】
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　次に、ポリウレタンを構成する構造単位の鎖伸長剤としては、低分子量ジアミンおよび
低分子量ジオールのうち少なくとも１種以上を使用するのが好ましい。なお、エタノール
アミンのような水酸基とアミノ基を分子中に有するものであってもよい。
【００２４】
　低分子量ジアミンおよび低分子量ジオールの低分子量としては、３０～３００が好まし
く、４０～２００が高融点ポリウレタンを得る観点からより好ましい
　好ましい低分子量ジアミンとしては、例えば、エチレンジアミン、１，２－プロパンジ
アミン、１，３－プロパンジアミン、ヘキサメチレンジアミン、ｐ－フェニレンジアミン
、ｐ－キシリレンジアミン、ｍ－キシリレンジアミン、ｐ，ｐ’－メチレンジアニリン、
１，３－シクロヘキシルジアミン、ヘキサヒドロメタフェニレンジアミン、２－メチルペ
ンタメチレンジアミン、ビス（４－アミノフェニル）フォスフィンオキサイドなどが挙げ
られる。これらの中から１種または２種以上が使用されることも好ましい。特に好ましく
はエチレンジアミンである。エチレンジアミンを用いることにより伸度および弾性回復性
、さらに耐熱性に優れた糸を得ることができる。これらの鎖伸長剤に架橋構造を形成する
ことのできるトリアミン化合物、例えば、ジエチレントリアミン等を本発明の効果を失わ
ない程度に加えてもよい。
【００２５】
　また、低分子量ジオールとしては、エチレングリコール、１，３－プロパンジオール、
１，４－ブタンジオール、ビスヒドロキシエトキシベンゼン、ビスヒドロキシエチレンテ
レフタレート、１－メチル－１，２－エタンジオールなどが代表的なものとして挙げられ
る。これらの中から１種または２種以上が使用されることも好ましい。特に好ましくはエ
チレングリコール、１，３－プロパンジオール、１，４－ブタンジオールである。これら
を用いると、ジオール伸長のポリウレタン系弾性糸としては耐熱性が高く、また、強度の
高い糸を得ることができるのである。
【００２６】
　また、本発明のポリウレタン系弾性糸の分子量は、耐久性や強度の高い繊維を得る観点
から、数平均分子量として４００００以上１５００００以下の範囲であることが好ましい
。なお、分子量はＧＰＣ（ゲル　パーミエーション　クロマトグラフィ）で測定しており
、ポリスチレンにより換算した値である。
【００２７】
　そして、本発明の弾性糸を構成するポリウレタンとして特に好ましいものは、工程通過
性も含め、実用上の問題がなく、かつ、耐熱性に優れたものを得る観点から、ポリマージ
オールとジイソシアネートからなり、かつ高温側の融点が１５０℃以上３００℃以下の範
囲となるものである。ここで、高温側の融点とは、ＤＳＣで測定した際のポリウレタンま
たはポリウレタンウレアのいわゆるハードセグメント結晶の融点が該当する。
【００２８】
　即ち、ポリマージオールとして分子量が１０００以上８０００以下の範囲にあるＰＴＭ
Ｇ、ジイソシアネートとしてＭＤＩ、鎖伸長剤としてエチレングリコール、１，３－プロ
パンジオール、１，４－ブタンジオール、エチレンジアミン、１，２－プロパンジアミン
、１，３－プロパンジアミンからなる群から少なくとも１種選ばれたものが使用されてポ
リウレタンが合成され、かつ、高温側の融点が１５０℃以上３００℃以下の範囲であるポ
リウレタンから製造された弾性糸は、特に伸度が高くなり、さらに上記のように、工程通
過性も含め、実用上の問題がなく、かつ、耐熱性に優れるので好ましい。
【００２９】
　本発明のポリウレタン系弾性糸は、アニオン性官能基を有する化合物の重合体を含有す
るものである。このため、ポリウレタン系弾性糸とカチオン染料がイオン結合によって結
合することが可能となり、本発明の効果を発揮することができる。これに対し、ポリウレ
タン系弾性糸中に、アニオン性官能基を有する化合物の重合体を含有しない場合には、カ
チオン染料が染着することは困難である。
【００３０】
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　本発明で用いるアニオン性官能基を有する化合物の重合体とは、アニオン性官能基を有
する化合物を構成モノマーとして重合した化合物であれば特に制限はなく、一種の構成モ
ノマーからなる重合体でも、他の構成モノマーを併せて有する共重合体でもよい。共重合
体の場合は他の構成モノマーとアニオン性官能基を有するモノマーのモル比に特別な制限
はない。
【００３１】
　ここでいうアニオン性官能基とは、スルホン酸基、ニトロ基、カルボキシル基、リン酸
基及びこれらの末端をカウンターカチオンである金属塩等で封鎖したものが挙げられる。
ポリマー構造中にスルホン酸基等やそれらの塩類が導入されることで、布帛を構成する際
に混用されるカチオン染料可染型ポリエステル繊維やアクリル繊維と染料種の吸着挙動を
近似させることができ、染色性を高めることができる。中でもアニオン性官能基は、カチ
オン染料との反応性が高いスルホン酸基が好ましい。ポリウレタン系弾性糸にスルホン酸
基を有する化合物の重合体を含有させることで、かかる弾性糸は黒カチオン染料で染色し
たときにより低いＬ＊を示し易くなる。
【００３２】
　なお、カチオン染料を用いて染色されるポリエステル繊維やアクリル繊維は、その重合
体構造中にスルホン酸基及びその塩類を含有するモノマーを一定の割合で共重合すること
導入が好ましいが、本発明のポリウレタン系弾性糸においては、コストダウンを図るとと
もに紡糸原液の粘度を安定化し、良好な紡糸性を得るために、原料原液と相溶性のよいア
ニオン性官能基をもつ重合体を別に作製し、それをポリウレタンと均一に混合して導入す
ることが望ましい。
【００３３】
　アニオン性官能基を有する化合物の重合体の重合法については特に制限はなく、付加重
合、ホルムアルデヒド架橋を含む縮合重合などが挙げられ、例えば重合体のアニオン性を
発現する重要なスルホン酸基を保護するために、出発モノマーも適宜スルホン酸塩やスル
ホアミドなどの前駆体を選んで、出発物質として重合し、後に、酸によってイオン交換し
、スルホン酸基へ誘導することも好ましい。さらに、ポリウレタン系弾性糸の原料紡糸液
の粘度を安定化し、良好な紡糸性を得て、耐薬品性の高い糸を得る観点から、スルホン酸
基を有する化合物の重合体が、スルホン酸基を有する化合物およびスルホニル基を有する
化合物のランダムもしくは交互共重合体であることが好ましく、さらには、紡糸速度を高
める観点から分子量２０００以上５０００００以下がより好ましい。
【００３４】
　本発明のポリウレタン系弾性糸中のアニオン性官能基を有する化合物の重合体の量は、
染料発色が十分に得られる官能基量が含まれていればよいが、伸縮特性を考慮して０．１
重量％以上５０重量％以下であることが好ましい。染料発色が十分に得られる官能基量と
しては、ポリウレタン系弾性糸中１０ミリモル／キログラム以上２００ミリモル／キログ
ラム以下が好ましく、２０ミリモル／キログラム以上１００ミリモル／キログラム以下が
より好ましい。少なすぎると十分量の染料吸着が達成できず、過剰な場合は染料発色は得
られるが、ポリウレタン系弾性糸の紡糸性の悪化や弾性回復性の低下が発生する。
【００３５】
　さらに、本発明で使用されるアニオン性官能基を有する化合物の重合体は、ポリウレタ
ンへの分散および溶解を速くし、製造されるポリウレタン系弾性糸の特性を目標の特性と
せしめ、さらに適度な透明度のポリウレタン系弾性糸を得ることができ、さらに紡糸工程
で熱などを受けた時でもアニオン性官能基を有する化合物の重合体の含有量が低下せず糸
の変色も生じないという観点から、２０℃でのＮ，Ｎ’－ジメチルアセトアミド（以下、
ＤＭＡｃと略す。）またはＮ，Ｎ’－ジメチルホルムアミド（以下、ＤＭＦと略す。）の
２０重量％溶液の粘度が１０ｃＰ以上１００００Ｐ以下となる液体状で、重合体自体には
着色のないものまたは少ないものが好ましい。
【００３６】
　さらに、本発明の原料ポリマーには、末端封鎖剤が１種または２種以上混合使用される
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ことも好ましい。末端封鎖剤として、ジメチルアミン、ジイソプロピルアミン、エチルメ
チルアミン、ジエチルアミン、メチルプロピルアミン、イソプロピルメチルアミン、ジイ
ソプロピルアミン、ブチルメチルアミン、イソブチルメチルアミン、イソペンチルメチル
アミン、ジブチルアミン、ジアミルアミンなどのモノアミン、エタノール、プロパノール
、ブタノール、イソプロパノール、アリルアルコール、シクロペンタノールなどのモノオ
ール、フェニルイソシアネートなどのモノイソシアネートなどが好ましい。
【００３７】
　また、本発明において、ポリウレタン系弾性糸やポリウレタン溶液中に、各種安定剤や
顔料などが含有されていてもよい。例えば、耐光剤、酸化防止剤などに２，６－ジ－ｔ－
ブチル－ｐ－クレゾール（ＢＨＴ）や住友化学工業株式会社製の“スミライザーＧＡ－８
０”（製品名）などのヒンダードフェノール系薬剤、各種のチバガイギー社製“チヌビン
”（製品名）などのベンゾトリアゾール系、ベンゾフェノン系薬剤、住友化学工業株式会
社製の“スミライザーＰ－１６”（製品名）などのリン系薬剤、各種のヒンダードアミン
系薬剤、酸化鉄、酸化チタンなどの各種顔料、酸化亜鉛、酸化セリウム、酸化マグネシウ
ム、カーボンブラックなどの無機物、フッ素系またはシリコーン系樹脂粉体、ステアリン
酸マグネシウムなどの金属石鹸、また、銀や亜鉛やこれらの化合物などを含む殺菌剤、消
臭剤、またシリコーン、鉱物油などの滑剤、硫酸バリウム、酸化セリウム、ベタインやリ
ン酸系などの各種の帯電防止剤などが含まれることも好ましく、またこれらとポリウレタ
ンとを反応させることも好ましい。そして、特に光や各種の酸化窒素などへの耐久性をさ
らに高めるには、例えば、日本ヒドラジン株式会社製のＨＮ－１５０などの酸化窒素捕足
剤が使用されることも好ましい。
【００３８】
　また、乾式紡糸工程における紡糸速度を上げ易いという観点から、二酸化チタン、酸化
亜鉛等の金属酸化物の微粒子を添加してもよい。また、耐熱性向上や機能性向上の観点か
ら、無機物や無機多孔質（例えば、竹炭、木炭、カーボンブラック、多孔質泥、粘土、ケ
イソウ土、ヤシガラ活性炭、石炭系活性炭、ゼオライト、パーライト等）を、本発明の効
果を阻害しない範囲内で添加してもよい。
【００３９】
　次に本発明のポリウレタン系弾性糸の製造方法について詳細に説明する。
【００４０】
　本発明においては最初にポリウレタン溶液を調製するのが好ましい。ポリウレタン溶液
、また、その溶液中の溶質であるポリウレタンを製造する方法は、溶融重合法、溶液重合
法のいずれであってもよく、他の方法であってもよい。中でも溶液重合法が好ましく用い
られる。溶液重合法の場合には、ポリウレタンにゲルなどの異物の発生が少ないので、紡
糸しやすく、低繊度のポリウレタン系弾性糸を製造しやすい。また、溶液重合の場合、溶
液にする操作が省けるという利点がある。
【００４１】
　そして本発明に特に好適なポリウレタンとしては、ポリマージオールとして分子量が１
０００以上８０００以下のＰＴＭＧを用い、ジイソシアネートとしてＭＤＩを用い、さら
に、鎖伸長剤としてエチレングリコール、１，３－プロパンジオール、１，４－ブタンジ
オール、エチレンジアミン、１，２－プロパンジアミン、１，３－プロパンジアミンのう
ちの少なくとも１種を使用して合成され、かつ、高温側の融点が１５０℃以上３００℃以
下の範囲のものが挙げられる。
【００４２】
　かかるポリウレタンは、例えば、ＤＭＡｃ、ＤＭＦ、ジメチルスルホキシド、Ｎ－メチ
ルピロリドンなどやこれらを主成分とする溶剤の中で、上記の原料を用い合成することに
より得られる。例えば、こうした溶剤中に、各原料を投入、溶解させ、適度な温度に加熱
し反応させてポリウレタンとする、いわゆるワンショット法や、ポリマージオールとジイ
ソシアネートを、まず溶融反応させ、しかる後に溶剤に溶解し、前述の鎖伸長剤と反応さ
せてポリウレタンとする方法などが、特に好適な方法として採用され得る。
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【００４３】
　鎖伸長剤に低分子量ジオールを用いる場合、ポリウレタンの高温側の融点を１５０℃以
上３００℃以下の範囲内とするための代表的な方法としては、ポリマージオール、ＭＤＩ
、低分子量ジオールの種類と比率をコントロールすることが挙げられる。例えば、ポリマ
ージオールの分子量が低い場合には、ＭＤＩの割合を相対的に多くすることにより、高温
側の融点が高いポリウレタンを得ることができる。また、同様に低分子量ジオールの分子
量が低いときはポリマージオールの割合を相対的に少なくすることにより、高温側の融点
が高いポリウレタンを得ることができる。ポリマージオールの分子量が１８００以上の場
合、高温側の融点を１５０℃以上にするには、（ＭＤＩのモル数）／（ポリマージオール
のモル数）＝１．５以上の割合で、重合を進めることが好ましい。
【００４４】
　なお、かかるポリウレタンの合成に際し、アミン系触媒や有機金属触媒等の触媒が１種
もしくは２種以上混合して使用されることも好ましい。
【００４５】
　アミン系触媒としては、例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチルシクロヘキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジ
メチルベンジルアミン、トリエチルアミン、Ｎ－メチルモルホリン、Ｎ－エチルモルホリ
ン、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラメチルエチレンジアミン、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラ
メチル－１，３－プロパンジアミン、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラメチルヘキサンジアミ
ン、ビス－２－ジメチルアミノエチルエーテル、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’，Ｎ’－ペンタメチ
ルジエチレントリアミン、テトラメチルグアニジン、トリエチレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－
ジメチルピペラジン、Ｎ－メチル－Ｎ’－ジメチルアミノエチル－ピペラジン、Ｎ－（２
－ジメチルアミノエチル)モルホリン、１－メチルイミダゾール、１，２－ジメチルイミ
ダゾール、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエタノール、Ｎ，Ｎ，Ｎ’－トリメチルアミノエチル
エタノールアミン、Ｎ－メチル－Ｎ’－（２－ヒドロキシエチル）ピペラジン、２，４，
６－トリス(ジメチルアミノメチル)フェノール、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノヘキサノール、
トリエタノールアミン等が挙げられる。
【００４６】
　また、有機金属触媒としては、オクタン酸スズ、二ラウリン酸ジブチルスズ、オクタン
酸鉛ジブチル等が挙げられる。
【００４７】
　こうして得られるポリウレタン溶液におけるポリウレタンの濃度は、通常、３０重量％
以上８０重量％以下の範囲が好ましい。
【００４８】
　本発明においては、かかるポリウレタン溶液に、アニオン性官能基を有する化合物の重
合体を添加し、ポリウレタン紡糸溶液とするのが好ましい。アニオン性官能基を有する化
合物の重合体のポリウレタン溶液への添加方法は、特に限定されない。その代表的な方法
としては、スタティックミキサーによる方法、攪拌による方法、ホモミキサーによる方法
、２軸押し出し機を用いる方法など各種の手段が採用できる。ここで、添加されるアニオ
ン性官能基を有する化合物の重合体は、ポリウレタン溶液への均一な添加を行う観点から
、溶液にして添加することが好ましい。
【００４９】
　なお、アニオン性官能基を有する化合物の重合体のポリウレタン溶液への添加により、
添加後の混合溶液の溶液粘度が添加前のポリウレタンの溶液粘度に比べ予想以上に高くな
る現象が発生する場合があるが、この現象を防止する観点から、ジメチルアミン、ジイソ
プロピルアミン、エチルメチルアミン、ジエチルアミン、メチルプロピルアミン、イソプ
ロピルメチルアミン、ジイソプロピルアミン、ブチルメチルアミン、イソブチルメチルア
ミン、イソペンチルメチルアミン、ジブチルアミン、ジアミルアミンなどのモノアミン、
エタノール、プロパノール、ブタノール、イソプロパノール、アリルアルコール、シクロ
ペンタノールなどのモノオール、フェニルイソシアネートなどのモノイソシアネートなど
の末端封鎖剤が１種または２種以上混合して使用されることも好ましい。
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【００５０】
　アニオン性官能基を有する化合物の重合体のポリウレタン溶液への添加の際に、前記し
た、例えば、耐光剤、酸化防止剤などの薬剤や顔料などを同時に添加してもよい。
【００５１】
　そして、かかるポリウレタン紡糸溶液を紡糸して本発明のポリウレタン弾性糸を得る。
【００５２】
　本発明のポリウレタン系弾性糸の繊度、フィラメント数、断面形状などは特に限定され
るものではない。例えば、糸は１本で構成されるモノフィラメントでもよく、また複数で
構成されるマルチフィラメントでもよい。糸の断面形状は円形であってもよく、また扁平
であってもよい。
【００５３】
　そして、ポリウレタン系弾性糸の紡糸方法は特に限定されるものではないが、乾式紡糸
方式が好ましく用いられる。
【００５４】
　本発明のポリウレタン系弾性糸の強伸度特性は、特にゴデローラーと巻取機の速度比の
影響を受けやすいので、糸の使用目的に応じて適宜決定されるのが好ましい。
【００５５】
　すなわち、所望の強伸度特性を有するポリウレタン系弾性糸を得る観点から、ゴデロー
ラーと巻取機の速度比は１．１５以上１．６５以下の範囲として巻き取ることが好ましい
。
【００５６】
　また、紡糸速度を高くすることによってポリウレタン系弾性糸の強度を向上させること
ができるので、４５０ｍ／分以上の紡糸速度をとることが、実用上好適な強度水準とする
ために好ましい。さらに工業生産性を考慮すると、４５０～１０００ｍ／分程度が好まし
い。
【００５７】
　本発明のポリウレタン系弾性糸は、例えばその他の繊維と混用されて伸縮性布帛を構成
するが、かかる伸縮性布帛の形態については何ら制限されるものではなく、その混用率、
組み合わせる素材繊維、混用方法は適宜選択されて公知の製造手段によって布帛化されれ
ばよい。ポリウレタン系弾性糸は、そのまま裸糸として用いてもよいし、ポリアミド繊維
、ポリエステル繊維ならびにアクリル繊維などの合成繊維や綿、羊毛などの天然繊維等の
従来から知られている繊維の１種以上と自由に組み合わせて被覆されていたものを用いて
もよい。
【００５８】
　また、布帛を構成するにあたりポリウレタン系弾性糸と組み合わせる繊維としては、ナ
イロン等のポリアミド繊維、ポリエチレンテレフタレート、ポリトリメチレンテレフタレ
ート、ポリブチレンテレフタレートやこれらを主成分とした共重合ポリエステル系繊維に
代表されるポリエステル系合成繊維、アクリル系合成繊維、ポリプロピレン系合成繊維、
アセテート繊維に代表される半合成繊維、綿や麻や羊毛に代表される天然繊維の単独品ま
たは２種以上を混合したものが好ましく使用される。
【００５９】
　本発明のポリウレタン系弾性糸は、カチオン染料で染色可能であって、酸性染料では染
色されにくい性質を有する。カチオン染料可染型繊維として知られている繊維、例えばア
クリル系合成繊維、羊毛、カチオン染料可染型ポリエステル繊維等と組み合わせた布帛の
場合、本発明のポリウレタン系弾性糸は同じくカチオン染料で染色できるため、１回の染
色工程で同様の色相に染色することができる。また、酸性染料可染型繊維として知られて
いる繊維、例えばポリアミド繊維、絹、羊毛等と組み合わせた場合、本発明のポリウレタ
ン系弾性糸は酸性染料を吸着しないため、ポリウレタン系弾性糸への汚染現象が抑制され
、優れた染色堅牢度が期待できる。さらには、酸性染料可染型繊維の染色色相と異なる色
相でカチオン染料を用いて本発明のポリウレタン系弾性糸を染色することも可能である。
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【００６０】
　染色の方法は、特に限定されるものではなく、低い浴比で実施される連続染色法でもよ
いし、液流染色機、ウインス染色機、ジッガー染色機、ビーム染色機、チーズ染色機など
といったバッチ式の染色加工機を用いて処理することもできる。また、公知のプリント技
術を用いて精細な柄を布帛にプリントしてもよい。
【００６１】
　本発明のポリウレタン系弾性糸を染色するには、通常のカチオン染料を用いた染色法を
用いることができる。すなわち、染色温度は、８０～１３５℃の範囲、好ましくは１００
～１３０℃の範囲で実施する。均染剤や、ｐＨ調整剤、浴中柔軟剤等を使用してもよいし
、例えばカチオン染料可染型ポリエステル繊維との組み合わせにおいては、強度低下を防
止するためにボウ硝を２～３ｇ／Ｌ程度添加することが好ましい。染色後は、界面活性剤
を用いた洗浄工程を入れてもよい。染色に使用する染料種、化学構造は何ら制限されるも
のではないが、中淡色の場合は均染性の観点から分散型カチオン染料を使用することが望
ましく、黒やネイビー等の濃色の場合は、色相のビルドアップ性に優れた生カチオン染料
が好ましい。
【００６２】
　本発明のポリウレタン系弾性糸は、上記構成により黒カチオン染料で染色したときに、
Ｌ＊≦２０の染着性を示すものとなる。カチオン染料は、色濃度に優れる生カチオン染料
と、工程での取り扱いに優れる分散型カチオン染料に分類され、本発明で染着性評価に用
いる黒カチオン染料とは、市販されている生カチオン染料のことであり、例えば、保土谷
化学（株）製染料“アイゼンカチロン”（登録商標）ブラックＣＤ－ＢＬＨ、ブラックＳ
Ｈ２００％、ブラックＭＨ、ブラックＫＢＨ、ブラックＮＨ２００％、ブラックAWHリキ
ッド、ブラックＢＨリキッド、ダイスター（株）製染料“アストラゾン”（登録商標）ブ
ラックＦＤＬリキッド、ＳＷ２００％、ブラックＳＷリキッド、“ダイアクリル”（登録
商標）ブラックＥＳＬ－Ｎ、ブラックＮＳＬ－Ｎ２００％、ブラックＣＳＬ－Ｎ２００％
、ブラックＶＳ－Ｎ、ブラックＳＷＲ－Ｎリキッド、日本化薬（株）製“カヤクリル”（
登録商標）ブラックＮＰ２００、ブラックＮＬが挙げられる。黒カチオン染料の染着性評
価は、これらから選ばれるいずれかの染料を生地重量に対して５．０％ｏｗｆ使用し、ｐ
Ｈ４．５に調製した染浴で、１１０℃、６０分の条件で染色して行うものである。実際の
布帛染色においては上記以外の市販カチオン染料を適宜用いることができ、分散型カチオ
ン染料を用いてもよいし、複数の染料を配合したものでもよい。
【実施例】
【００６３】
　本発明を実施例によってさらに詳しく説明する。
【００６４】
　本発明におけるポリウレタン系弾性糸のカチオン染料染着性の測定法を説明する。
【００６５】
　［評価用筒編地の作成］
ポリウレタン系弾性糸を２９ゲージ１口筒編機（ポリウレタン系弾性糸の回転送り出し装
置付き）を用いて５０％伸張状態で編成し、ポリウレタン系弾性糸１００％からなる筒編
地を作成した。サンプルの前後耳部はカチオン染料の染着がない東レ（株）製ナイロンフ
ィラメント（７８デシテックス２４フィラメント）を用いて少量つないで編成し、ほつれ
ないようにした。次いで、作成した筒編地を伸張させない状態で１９０℃、６０秒で乾熱
ヒートセットを実施した。続いて本筒編地を、浴比１：２０、８０℃、２０分の条件で、
精練剤（日華化学製“サンモール”（登録商標）ＷＸ２４）を０．１重量％用いて精練を
実施し、原糸油剤等を除去した。
【００６６】
　［黒カチオン染料の染着性］
　精練後のサンプルを、容量３００ｃｃのステンレス製染色ポットに入れ、浴比１：２０
、１１０℃、６０分の条件で、黒カチオン染料（ダイスター（株）製染料“アストラゾン
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”（登録商標）ブラックＦＤＬリキッド）を５％ｏｗｆ使って（株）テクサム技研製ミニ
カラー染色機を用いて染色した。染浴には、酢酸０．０２５重量％、酢酸ソーダ０．０２
５重量％を添加しｐＨを４．５付近にコントロールした。こうして染色された筒編地を水
洗し遠心脱水機で絞った後、伸張させない状態で１６０℃、６０秒で乾燥し、評価用筒編
地を得た。この筒編地を平面状に折り、２枚重ねの状態で分光測色計（コニカミノルタ（
株）製、型式ＣＭ－３６００ｄ）を使用して測色し、ＣＩＥ１９７６Ｌ＊ａ＊ｂ＊表色系
におけるＬ＊値を測定し、測定数３回の平均値を測定結果とした。Ｌ＊値は低い方が深色
性が高く、濃く染色されていることを示す。なお、Ｌ＊値が１６以下の場合を◎（濃染性
）とし、２０以下の場合を○（染着性良）、２０より大きい場合を×（染着性不良）と判
定した。
【００６７】
　［洗濯堅牢度］
　ＪＩＳ　Ｌ―０８４８　Ａ－２法に従って評価した。試験片の変退色を変退色用グレー
スケールを用いて判定した。
【００６８】
　［生地外観品位］
　ポリウレタン系弾性糸を２９ゲージ１口筒編機（ポリウレタン系弾性糸の回転送り出し
装置付き）を用いて編成し、東レ（株）製カチオン可染性共重合ポリエステル系繊維（５
６デシテックス２４フィラメント）とポリウレタン系弾性糸（５０％伸長編み込み）から
なるベアー天竺生地を作製した。次いで、作製した編地を伸張させない状態で１９０℃、
６０秒で乾熱ヒートセットを実施した。続いて本筒編地を、浴比１：２０、８０℃、２０
分の条件で、精練剤（日華化学製“サンモール”（登録商標）ＷＸ２４）を０．１重量％
用いて精練を実施し、原糸油剤等を除去した。続いて、精練後のサンプルを、容量３００
ＣＣのステンレス製染色ポットに入れ、浴比１：２０、１１０℃、６０分の条件で、ブラ
ック染料（ダイスター（株）製染料“アストラゾン”（登録商標）ブラックＦＤＬリキッ
ド）を５％ｏｗｆを使って（株）テクサム技研製ミニカラー染色機を用いて染色した。染
浴には、酢酸０．０２５重量％、酢酸ソーダ０．０２５重量％を添加しｐＨを４．５付近
にコントロールした。染色された編地を水洗し遠心脱水機で絞った後、伸張させない状態
で１６０℃、６０秒で乾燥し、染着性評価用筒編地を得た。この染色された筒編地を引っ
張った時に見えるポリウレタン系弾性糸の色目を判定した。カチオン可染性共重合ポリエ
ステル系繊維との色相と近似の場合を◎（目剥き無し）とし、近い場合を○（許容できる
目剥き）、色相の異なる場合を×（目剥き有り）と判定した。
【００６９】
　［ポリウレタン系弾性糸におけるアニオン性官能基を有する化合物の重合体含有量およ
びアニオン性官能基量の定量方法］
　まず、糸試料中のアニオン性官能基を有する化合物の重合体と糸試料中のポリウレタン
を再沈殿法により分離した。まず、糸試料（Ａ）１ｇにＤＭＡｃ５０ｍｌを加え、糸を完
全に溶解した後、エタノール１００ｍｌをゆっくりと加え、アニオン性官能基を有する化
合物の重合体を沈殿分離させ、蒸発乾固した。一方、沈殿物を除去したポリウレタン溶液
も蒸発乾固し、糸試料中のポリウレタンをＤＭＡｃから単離した。この再沈殿を３回繰り
返した。沈殿物側より単離したアニオン性官能基を有する化合物の重合体を（Ｂ）、溶液
側より単離したポリウレタンを（Ｃ）とする。
【００７０】
　次に、（Ｂ）中のアニオン性官能基濃度を求めた。具体的には、（Ｂ）について、１Ｈ
－ＮＭＲ等によりアニオン性官能基種を構造決定し、適する検出方法を選定し（例えば、
アニオン性官能基種がスルホン酸である場合には、水酸化ナトリウムによる中和滴定法）
、（Ｂ）中のアニオン性官能基濃度を定量し、アニオン性官能基濃度（α）ミリモル／キ
ログラムを求めた。
【００７１】
　そして、糸試料中のアニオン性官能基を有する化合物の重合体含有量を求めた。具体的



(12) JP 4941410 B2 2012.5.30

10

20

30

40

には、まず、予定された重量のアニオン性官能基を有する化合物の重合体（Ｂ）をポリウ
レタン（Ｃ）に含有させて、均一混合物を調整し、ＩＲスペクトル分析測定から検量線を
作成した。アニオン性官能基種がスルホン酸である場合には、その手順は（Ｂ）と（Ｃ）
の合計重量中、（Ｂ）重量が０重量％、１重量％、２重量％、５重量％、１０重量％、２
０重量％である試料を作製し、それら６点それぞれのＩＲスペクトルにおけるν（ＣＯ）
１７００ｃｍ-1～１８００ｃｍ-1とν（ＳＯ）６３０～６７０ｃｍ-1のピーク面積比（Ｘ
）を求めた。ＩＲスペクトル測定にはパーキンエルマー社製ＦＴ－ＩＲを、またその測定
サンプルはＤＭＡｃによるキャストフィルムを使用した。そして、ピーク面積比（Ｘ）に
対するアニオン性官能基を有する化合物の重合体含有率（重量％）の検量線を作成し、そ
の傾き（β）と切片（γ）を得た。その後、標的の糸試料（Ａ）中のアニオン性官能基を
有する化合物の重合体含有量を求めるために、改めて、糸試料（Ａ）をｎ－ヘキサンで洗
浄後、前述と同様に、キャストフィルムを作成し、ＩＲスペクトルを測定した。得られた
スペクトルにおいてν（ＣＯ）１７００ｃｍ-1～１８００ｃｍ-1とν（ＳＯ）６３０～６
７０ｃｍ-1のピーク面積比（Ｘｓ）を求めた。
【００７２】
　糸試料中のアニオン性官能基を有する化合物の重合体含有量（重量％）＝（Ｘｓ－γ）
／β
　糸試料中のアニオン性官能基量（ミリモル／キログラム）＝（（Ｘｓ－γ）／β）×α
　［実施例１］
　分子量２９００のＰＴＭＧ、ＭＤＩおよびエチレングリコールからなるポリウレタン重
合体（ａ１）のＤＭＡｃ溶液（３５重量％）を常法により重合し、ポリマ溶液Ａ１とした
。次に、アニオン性官能基を有する化合物の重合体として、以下の化学式（II）に示すフ
ェノールスルホン酸と４，４‘－ジヒドロキシジフェニルスルホンのモル比２０対８０（
含有モル濃度２０％）のホルムアルデヒド縮重合体（ｂ１）を用い、そのＤＭＡｃ溶液を
調製した。その調製には、水平ミルＷＩＬＬＹ　Ａ．ＢＡＣＨＯＦＥＮ社製ＤＹＮＯ－Ｍ
ＩＬ　ＫＤＬを用い、８５％ジルコニアビーズを充填、５０ｇ／分の流速の条件で均一に
微分散させて、アニオン性官能基を有する化合物の重合体のＤＭＡｃ溶液Ｂ１（３５重量
％）とした。
【００７３】
　ポリマ溶液Ａ１、アニオン性官能基を有する化合物の重合体の溶液Ｂ１を、それぞれ９
７重量％、３重量％で均一に混合し、紡糸溶液Ｃ１とした。この紡糸溶液Ｃ１をゴデロー
ラーと巻取機の速度比１．４として５４０ｍ／分の紡糸速度で乾式紡糸して巻取り、２０
ｄｔｅｘ、モノフィラメント、アニオン性官能基を有する化合物の重合体の含有量が３重
量％であるポリウレタン系弾性糸（２００ｇ巻糸体）を作製した。得られたポリウレタン
系弾性糸の組成（重量％）は表１のとおりであった。計算上のアニオン性官能基量（アニ
オン性官能基を有する化合物（原料）の官能基量と含有量から算出した糸重量対比の計算
官能基量）はスルホン酸基モル量から、２４ミリモル／キログラムであった
　また、得られたポリウレタン系弾性糸から定量したアニオン性官能基量は２３ミリモル
／キログラムであった。このポリウレタン系弾性糸の黒カチオン染料の染着性を評価した
結果、極めて良好な染着性を示し、かつ洗濯堅牢度は変退色４級と良好な結果を得た。さ
らに外観品位を評価した結果、カチオン可染性共重合ポリエステル系繊維との色相と近似
し、目剥き無しという判定であり、外観品位に優れたものであった。
【００７４】
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【化２】

【００７５】
　［実施例２］
　分子量１８００のＰＴＭＧ、ＭＤＩ、エチレンジアミン、および末端封鎖剤としてジエ
チルアミンからなるポリウレタンウレア重合体（ａ２）のＤＭＡｃ溶液（３５重量％）を
常法により重合し、ポリマ溶液Ａ２とした。次に、このＤＭＡｃ溶液Ａ２、実施例１で調
製したアニオン性官能基を有する化合物の共重合体溶液Ｂ１を、それぞれ、９８．５重量
％、１．５重量％で均一に混合し、紡糸溶液Ｃ２とした。この紡糸溶液Ｃ２をゴデローラ
ーと巻取機の速度比を１．２０として６００ｍ／分の紡糸速度で乾式紡糸して巻取り、２
０デシテックス、２フィラメントのマルチフィラメント、アニオン性官能基を有する化合
物の共重合体の含有量が１．５重量％であるポリウレタン系弾性糸（２００ｇ巻糸体）を
作製した。
【００７６】
　得られたポリウレタン系弾性糸の組成（重量％）は表１のとおりであった。計算上のア
ニオン性官能基量はスルホン酸基モル量から、１２ミリモル／キログラムであった。得ら
れたポリウレタン系弾性糸から定量したアニオン性官能基量は１０ミリモル／キログラム
であった。このポリウレタン系弾性糸の黒カチオン染料の染着性を評価した結果、良好な
染着性を示し、かつ洗濯堅牢度は変退色４―５級と良好な結果を得た。さらに外観品位を
評価した結果、カチオン可染性共重合ポリエステル系繊維との色相に近い、許容できる目
剥きという判定であり、外観品位に優れたものであった。
【００７７】
　［実施例３］
　アニオン性官能基を有する化合物の重合体として化学式（III）に示すもの（ｂ２）を
用い、そのＤＭＡｃ溶液を調製した。その調製には、水平ミルＷＩＬＬＹ　Ａ．ＢＡＣＨ
ＯＦＥＮ社製ＤＹＮＯ－ＭＩＬ　ＫＤＬを用い、８５％ジルコニアビーズを充填、５０ｇ
／分の流速の条件で均一に微分散させて、アニオン性官能基を有する化合物の重合体のＤ
ＭＡｃ溶液Ｂ２（３５重量％）とした。
【００７８】
　実施例２と同様に調製したＤＭＡｃ溶液Ａ２、アニオン性官能基を有する化合物の重合
体の溶液Ｂ２を、それぞれ、９７．０重量％、３．０重量％で均一に混合し、紡糸溶液を
調製した。この紡糸溶液をゴデローラーと巻取機の速度比を１．２０として６００ｍ／分
の紡糸速度で乾式紡糸して巻取り、２０デシテックス、２フィラメントのマルチフィラメ
ント、アニオン性官能基を有する化合物の共重合体の含有量が３．０重量％であるポリウ
レタン系弾性糸（２００ｇ巻糸体）を作製した。
【００７９】
　得られたポリウレタン系弾性糸の組成（重量％）は表１のとおりであった。計算上のア
ニオン性官能基量はスルホン酸基モル量から、１５０ミリモル／キログラムであった。ま
た、得られたポリウレタン系弾性糸から定量したアニオン性官能基量は１３５ミリモル／
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キログラムであった。このポリウレタン系弾性糸の黒カチオン染料の染着性を評価した結
果、極めて良好な染着性を示し、かつ洗濯堅牢度は変退色４級と良好な結果を得た。さら
に外観品位を評価した結果、カチオン可染性共重合ポリエステル系繊維との色相と近似し
、目剥き無しという判定であり、外観品位に優れたものであった。
【００８０】
【化３】

【００８１】
　［実施例４］
　アニオン性官能基を有する化合物の重合体として、以下の化学式（IV）に示すもの（ｂ
３）を用い、そのＤＭＡｃ溶液を調製した。アニオン性官能基を有する化合物の重合体を
ｂ３とした以外は実施例３と同一の方法で２０デシテックス、２フィラメントのマルチフ
ィラメントであるポリウレタン系弾性糸（２００ｇ巻糸体）を作製した。
【００８２】
　得られたポリウレタン系弾性糸の組成（重量％）は表１のとおりであった。計算上のア
ニオン性官能基量はスルホン酸基モル量から、１７２ミリモル／キログラムであった。ま
た、得られたポリウレタン系弾性糸から定量したアニオン性官能基量は１５６ミリモル／
キログラムであった。このポリウレタン系弾性糸の黒カチオン染料の染着性を評価した結
果、極めて良好な染着性を示し、かつ洗濯堅牢度は変退色４級と良好な結果を得た。さら
に外観品位を評価した結果、カチオン可染性共重合ポリエステル系繊維との色相と近似し
、目剥き無しという判定であり、外観品位に優れたものであった。
【００８３】
【化４】

【００８４】
　［実施例５］
　アニオン性官能基を有する化合物の重合体として、以下の化学式（V）に示すもの（ｂ
５）を用い、そのＤＭＡｃ溶液を調製した。アニオン性官能基を有する化合物の重合体を
ｂ５とした以外は実施例３と同一の方法で２０デシテックス、２フィラメントのマルチフ
ィラメントであるポリウレタン系弾性糸（２００ｇ巻糸体）を作製した。
【００８５】
　得られたポリウレタン系弾性糸の組成（重量％）は表１のとおりであった。計算上のア
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ニオン性官能基量はスルホン酸ナトリウム塩モル量から、５１ミリモル／キログラムであ
った。また、得られたポリウレタン系弾性糸から定量したアニオン性官能基量は４５ミリ
モル／キログラムであった。このポリウレタン系弾性糸の黒カチオン染料の染着性を評価
した結果、極めて良好な染着性を示し、かつ洗濯堅牢度は変退色４級と良好な結果を得た
。さらに外観品位を評価した結果、カチオン可染性共重合ポリエステル系繊維との色相と
近似し、目剥き無しという判定であり、外観品位に優れたものであった。
【００８６】
【化５】

【００８７】
　［実施例６］
　アニオン性官能基を有する化合物の重合体としての、上記官能基ｂ５の含有量を少なく
した以外は実施例５と同一の方法で２０デシテックス、２フィラメントのマルチフィラメ
ントであるポリウレタン系弾性糸（２００ｇ巻糸体）を作製した。
【００８８】
　得られたポリウレタン系弾性糸の組成（重量％）は表１のとおりであった。計算上のア
ニオン性官能基量はスルホン酸ナトリウム塩モル量から、２６ミリモル／キログラムであ
った。また、得られたポリウレタン系弾性糸から定量したアニオン性官能基量は２５ミリ
モル／キログラムであった。このポリウレタン系弾性糸の黒カチオン染料の染着性を評価
した結果、良好な染着性を示し、かつ洗濯堅牢度は変退色４―５級と良好な結果を得た。
さらに外観品位を評価した結果、カチオン可染性共重合ポリエステル系繊維との色相に近
い、許容できる目剥きという判定であり、外観品位に優れたものであった。
【００８９】
　［比較例１］
　実施例１で調製したポリマ溶液Ａ１を１００％使用した紡糸溶液を用い、ゴデローラー
と巻取機の速度比を１．４０として５４０ｍ／分の紡糸速度で乾式紡糸して巻取り、２０
デシテックス、モノフィラメントのポリウレタン系弾性糸を作製した。
【００９０】
　アニオン性官能基は存在せず、このポリウレタン系弾性糸は全く黒カチオン染料の染着
性を示さなかった。さらに生地による外観品位を評価した結果、目剥き有りという判定で
あり、外観品位に劣るものであった。
【００９１】
　［比較例２］
　実施例２で調製したポリマ溶液Ａ２を１００％使用した紡糸溶液を用い、ゴデローラー
と巻取機の速度比を１．２０として６００ｍ／分の紡糸速度で乾式紡糸して巻取り、２０
デシテックス、２フィラメントのマルチフィラメントであるポリウレタン系弾性糸を作製
した。
【００９２】
　アニオン性官能基は存在せず、このポリウレタン系弾性糸は全く黒カチオン染料の染着
性を示さなかった。さらに生地による外観品位を評価した結果、目剥き有りという判定で
あり、外観品位に劣るものであった。
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　［比較例３］
　実施例２で調製したポリマ溶液Ａ２をベースポリマーとし、スルホン酸基を有する化合
物の共重合体として、市販のナイロン用合成染料固着剤（オージー（株）製“ハイフィッ
クス”（登録商標）ＧＭ、ｂ４）を用い、そのＤＭＡｃ溶液を調製した。それぞれ、９７
重量％、３重量％で均一に混合し、紡糸溶液Ｃ３とした。この紡糸溶液Ｃ３をゴデローラ
ーと巻取機の速度比を１．２０として６００ｍ／分の紡糸速度で乾式紡糸して巻取り、２
０デシテックス、２フィラメントのマルチフィラメント、アニオン性官能基を有する化合
物の共重合体の含有量が３重量％であるポリウレタン系弾性糸（２００ｇ巻糸体）を作製
した。
【００９４】
　計算上のアニオン性官能基量は不明であるが、得られたポリウレタン系弾性糸から定量
したアニオン性官能基量は１０ミリモル／キログラムであった。このポリウレタン系弾性
糸はほとんど黒カチオン染料の染着性を示さなかった。さらに生地による外観品位を評価
した結果、目剥き有りという判定であり、外観品位に劣るものであった。
【００９５】
　［比較例４］
　実施例２で調製したポリマ溶液Ａ２をベースポリマーとし、アニオン性官能基を有する
化合物の共重合体として、実施例５および実施例６で用いたｂ５を用い、そのＤＭＡｃ溶
液を調製した。それぞれ、９９重量％、１重量％で均一に混合し、紡糸溶液Ｃ４とした。
この紡糸溶液Ｃ４をゴデローラーと巻取機の速度比を１．２０として６００ｍ／分の紡糸
速度で乾式紡糸して巻取り、２０デシテックス、２フィラメントのマルチフィラメント、
アニオン性官能基を有する化合物の共重合体の含有量が１重量％であるポリウレタン系弾
性糸（２００ｇ巻糸体）を作製した。
【００９６】
　計算上のアニオン性官能基量はスルホン酸ナトリウム塩モル量から、１７ミリモル／キ
ログラムであった。また、得られたポリウレタン系弾性糸から定量したアニオン性官能基
量は１５ミリモル／キログラムであった。このポリウレタン系弾性糸は十分な黒カチオン
染料の染着性を示さなかった。さらに生地による外観品位を評価した結果、目剥き有りと
いう判定であり、外観品位に劣るものであった。
【００９７】
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【表１】

【産業上の利用可能性】
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【００９８】
　本発明のポリウレタン系弾性糸は、その伸長回復特性を失うことなく、堅牢なカチオン
染料可染性を有するものであるので、この弾性糸を使用した衣服などは、耐変色性、外観
品位、染色性、フィット性、着用感などに優れたものとなる。これらの優れた特性を有す
ることから、本発明のポリウレタン系弾性糸は単独での使用はもとより、各種繊維との組
み合わせにより、優れた伸縮性布帛を得ることが可能で、編成、織成、紐加工に好適であ
る。
【００９９】
　カチオン染料可染型繊維との組み合わせにおいては、同色性が得られ、より深色性に優
れたものになる。酸性染料可染型繊維との組み合わせにおいては、酸性染料の汚染がない
ため優れた染色堅牢度が得られるばかりでなく、酸性染料とカチオン染料の両方を用いて
異なる色彩に染色することで、特殊な色彩をもった製品を得ることができる。その使用可
能な具体的用途としては、ソックス、ストッキング、丸編、トリコット、水着、スキーズ
ボン、作業服、煙火服、ゴルフズボン、ウエットスーツ、ブラジャー、ガードル、手袋等
の各種繊維製品、さらには、紙おしめなどサニタリー用品の漏れ防止用締め付け材料、防
水資材の締め付け材料、似せ餌、造花、電気絶縁材、ワイピングクロス、コピークリーナ
ー、ガスケットなどが挙げられる。
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